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資料５ テレビ受信障害 

 

資料５－１ テレビ受信障害調査 

テレビ受信障害調査結果を表 5.1-1に示す。 

 

表 5.1-1(1) テレビ受信障害調査結果 
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表 5.1-1(2) テレビ受信障害調査結果 
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表 5.1-1(3) テレビ受信障害調査結果 
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資料６ 風害 

 

資料６－１ 流体数値シミュレーションの精度 

本検討に使用する流体数値シミュレーションは、株式会社環境シミュレーションに計算を

委託し、当会社の『WindPerfect』により実施している。 

流体数値シミュレーションの精度に関しては適切な計算領域の確保、メッシュ分割、境界

条件、収束判定条件を与えれば風洞実験と同様の強風領域の判定は十分可能であると、 『風

環境 （ビル風） 評価の現状と課題』 4.3流体数値計算による風環境予測の現状・課題 （2005

年 3月）で報告されている。 

また、解析手法・評価手法に関して、日本建築学会から 『市街地風環境予測のための流体

数値解析ガイドブック －ガイドラインと検証用データベース－』 （2007年 7月）で解析手

法・評価手法のガイドラインが示されており、当社の流体数値シミュレーションによる風環

境解析『WindPerfect』はこのガイドラインにしたがって行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資 6-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



資 6-3 

資料６－２ 基礎方程式・数値解析法 

(1)基礎方程式 

流体解析で取り扱う流体は、通常、水、油、溶融金属などの非圧縮粘性流体である。 ま

た、空気、水蒸気、ガスなどもマッハ数（音速との速度比）が 0.3 以下ならば非圧縮性流体

として取り扱っても問題ないとされている。このような流体の挙動は、次のような物理方程

式で記述される。 

◆運動方程式（Navier-Stokes方程式）： 

 … (a) 

◆連続の式： 

     … (b) 

◆エネルギー方程式： 

   … (c) 

ここで、  

：速度ベクトル， ：圧力， ：流体の密度， 

：粘性係数， ：体積力， ：エネルギー密度（温度）， 

：熱伝導率，  ：比熱， ：発熱量 

：時間に対する偏微分， ：nabra  

 

(a) 式で示される非定常 Navier-Stokes方程式は、流体の移流項を含めた挙動（流速の時

間的変動）が なる実質微分(Substantial Derivative)で表され、

また同時に圧力の勾配と、速度の発散に比例する粘性力に比例する事を示している。数学的

な性質としては双曲型方程式と楕円型方程式の混合形であり、このことが双曲型方程式と放

物型方程式の混合形である非定常圧縮性流体と分けて論議される所以である。(b) に示され

る連続の式は質量保存則を表現しており、Navier-Stokes 式と連成して解かれる。(c)式のエ

ネルギー方程式は、直接これら方程式の解法に影響する訳ではなく、例えば浮力項（(a) の）

を介して温度分布の影響が流れ場の評価に反映される。 
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(2)数値解析法 

前頁で示した方程式の離散化は次のような手順で行われる。 

先ず、(a)式の左辺を速度の時間変化項のみにする。 

 

 … (d) 

ここで、(d)式の右辺を の関数なる とすると、 

     … (e) 

これを離散化（時間に関して前進差分化）すると次の式を得る。 

    … (f) 

ここで、 ， であり、この差分化は Euler法と呼ばれる。 これ

は時間に対して１次精度の差分であり、また陽解法(Explicit Method)であるため、時間刻み

を CFL(Courant- Friedrichs-Levy)条件を満たすように十分小さくとる必要がある。 

このように離散化した Navier-Stokes 式を、連続の式と直接連成させて解く事は非常に困

難である。 

 これは Navier-Stokes式の非線形性が強いためと、連続の式との組み合わせでは Navier-

Stokesが剛な方程式になり、安定な収束が得られにくいためである。このため、Navier-Stokes

式と連続の式を直接連成させるのではなく、弱い連成条件の下に解く手法が一般的となって

いる。 その中の１つがここで採用する SMAC 法(Simplified Marker And Cell Method)であ

る。この方法は速度場を陽的に解いた後、得られた中間速度を予測子として、次の時間ステ

ップで連続の式を満たすように圧力場を求めようとするものである。 

 

SMAC法の手順を以下に示す。 

①  

により速度場の予測子 を求める。 

②  

よりスカラポテンシャル を求める。 

③ ，  

を用いて ， を求める。 ①～③を繰り返す。 
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(3)乱流モデル 
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資料６－３ ワイブル係数 

ワイブル係数については、「都市の風環境評価と計画－ビル風から適風環境まで－」（日本

建築学会）より設定している。 

具体的な算出方法は、以下のとおりである。 
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資料６－４ ビル風の種類について 

 

１．市街地風とビル風の違い 

私たちが普通住んでいる住宅地や市街地では、建物の高さや大きさはほぼ同じです。 このような 

場所を吹く風は道路沿いで少々強いくらいで、どこへ行っても同じ程度の強さの風しか吹きません。 

住宅地や市街地では、上空の速い風はそのまま建物の上を素通りしてしまい、地上では多少乱れた、 

低風速の風が吹く程度です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲の建物より目立って高い建物や大きい建物が建設されると、その周りでは局所的に強い風や 

乱れた風が吹くようになります。 これが普通、ビル風とよばれる風です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図 2 高層建物の影響を受けた風（ビル風） 

図 1 一般市街地の風 
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２．ビル風の現象にはどんなものがあるのか 

ビル風は建物の形状・配置や周辺の状況などにより、非常に複雑な風の流れになりますが、 

基本的には次のような流れに分けることができます。 

（1）  はく離流 

（2）  吹き降ろし 

（3）  逆流 

（4）  谷間風 

（5）  開口部風 

（6）  街路風 

（7）  渦 

（8）  吹上げ 

 

 

 

 

 

 

 

（1）はく離流 

風は建物に当たると、壁面に沿って流れて行きますが、建物の隅角 

部の所までくると、それ以上壁面に沿って流れることができなくなり、 

建物からはがれて流れ去って行きます。 この建物隅角部から 

はがれた風はその周囲の風よりも速い流速をもちます。 

これがはく離流とよばれるものです。 

 

 

（2）吹き降ろし 

風は建物に当たると、建物高さの 60～70％付近（分岐点とよびます）で 

上下、左右に分かれます。 左右に分かれた風は、建物の背後に生じた 

低い圧力領域に吸い込まれるため、建物の側面を上方から下方に斜めに 

向かう速い流れとなります。 これが吹き降ろしです。 

吹き降ろしの現象は建物が高層であるほど顕著であり、それだけ 

上空の速い風を地上に引きずり降ろすことになります。 高層建物の 

足下付近では吹き降ろしとはく離流が一緒になるために非常に速い 

風が吹くことになります。 

 

  

図 4 はく離流 

図 5 吹き降ろし 

図 3 建物周りの基本的な空気の流れ 
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（3）逆流 

分岐点より下方に向かう風は、壁面に沿って下降し(下降流)、 

地面に到達すると、一部分は小さな渦をつくりながら左右に流れ 

去って行きますが、一部分は地面に沿って上空の風とは反対の 

方向に向かいます。 

この流れは逆流と呼ばれます。 特に、高層建物の前面に 

低層建物があるような場合は、ますます速い流れとなります。 

 

 

 

（4）谷間風 

計画建物に隣接して高層建物が存在していたり、計画建物が 

２棟以上の場合には、速い風が建物の間に生じることがあります。 

これは、それぞれの建物からのはく離流、吹き降ろしが重ね 

合わさったために生じる現象で、谷間風と呼ばれます。 

 

 

 

（5）開口部風（ピロティ風） 

建物の下層部分にピロティのような開口部が設けられていると、 

建物の風上側と風下側が 1 つに結ばれることになります。 

このため、この部分は風が吹き抜けやすくなり、速い風が吹きます。 

これを開口部風（ピロティ風）と呼ぶことがあります。 

 

 

 

 

（6）街路風 

市街地では風は街路や路地に沿って吹こうとします。 家並みや 

建物が規則正しく配置されていればいるほど、また、道路が広ければ 

広いほど風は街路に沿って吹きやすくなります。 

このため、高層建物からのはく離流や吹き降ろしも街路に沿って 

吹くという現象が生じることがあります。 

このような性質をもつ風を一般に街路風とか道路風とか呼んでいます。 

 

  

図 6 逆流 

図 7 谷間風 

図 8 開口部風（ピロティ風） 

図 9 街路風 
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（7）渦領域 

建物の背後は風速が弱く、また風向がはっきりしない部分と 

なります。 この部分は大小様々な渦からなり、 

渦領域（wake：ウェーク）と呼ばれます。 

 

 

 

 

 

（8）吹上げ 

建物の風下隅角部付近で、紙くずなどがくるくる舞いながら上空 

へ飛散してゆく現象が見られることがあります。  

これは吹上げと呼ばれる気流現象により生じるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 渦領域 

図 11 吹上げ 




